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持続可能なまちづくりについて考える

～環境・社会・経済からみた

持続可能な都市構造とは？～

公益財団法人豊田都市交通研究所

研究員加知範康

第12回豊田まちと交通勉強会
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豊田市ITS情報センター
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社会的背景

• 人口減少、少子高齢化
• 低炭素社会の実現（温暖化対策）
• 市街地（インフラ）維持費用の削減
• 多様な価値観へ対応した生活環境の提供
• 災害に対する対策、都市構造の見直し、など

出典：国交省社会資本整備審議会資料
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豊田市では

【上位計画】

• 総合計画

【下位計画】

• 都市計画マスタープラン
• 公共交通基本計画
• 環境モデル都市の実現
• 低炭素社会システム実証プロジェクト
• 中心市街地活性化（都心交通計画）など

相互に

連携
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豊田市が目指す都市構造

多核ネットワーク型都市構造

–各拠点へ地域特性に応じた都市機
能を集約

–拠点間を基幹交通（鉄道・基幹バ
スなど）でつなぐ

緑につつまれた一体的な市街地

の形成

–鉄道駅などの既存ストックを活用

–選択と集中による都市基盤の整備
を推進

出典：豊田市都市計画マスタープラン概要版
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多核ネットワーク型都市構造の拠点
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拠点間を結ぶ公共交通ネットワーク



2012.2.24 豊田まちと交通勉強会「まちべん」公益財団法人 豊田都市交通研究所 加知範康 7

では、この多核ネットワーク型都市構造を

１）どうやって評価し、

２）具体的な集約場所をどう選ぶのか
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環境・経済・社会の面から評価

移動利便性、居住環境、
災害等に対する安全性
等（生活環境の質）

社会
移動（交通）、道路等
社会資本の維持によ
り発生する環境負荷

環境

社会資本（道路等）等
の市街地維持費用

経済

トリプルボトムラインで評価

環境・財政にやさしく、安

全で快適な市民の生活環境

の構築を目指す
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トリプルボトムラインとは

• もともとは、企業の持続
的経営の面から提案され
たコンセプト

• 企業が経営を持続してい
くためには、経済（利益
追求）だけではなく、環
境、社会を加えた3つ（
トリプル）の視点が必要
– 環境：労働環境、局地環境、
地球環境等

– 社会：地域社会への貢献等
ボトムラインに環境、経済を追加
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生活環境質の定義

生活環境質

QOL ×
居住者の価値観
を表す重み W= 生活環境質向上の機会

LPs
生活環境質向上の機会

LPs

仕事場，学校，
病院，買物へ
の行きやすさ

家の広さ，
街並み，公園，
大気汚染，
騒音

地震による
人命損失，

洪水による浸水，
犯罪発生

交通利便性
(AC：Accessibility)

居住快適性
(AM：Amenity)

災害安全性
(SS：Safety&Security)
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交通利便性（アクセシビリティ指標）

目的地の魅力目的地の魅力

アクセシビリティアクセシビリティ

交通抵抗交通抵抗

{ ( ) }
J

i j ij
j

AC AT f gc=∑
(i: 居住地 j: 目的地) exp( )ijgc−αj

J

j
j

AT

AT∑
（基準化）

AC＝1 ⇒交通抵抗の影響が全く無い（出発地に全ての施設がある状態）

AC≒0 ⇒地区の魅力に対して交通抵抗の影響が無限大

0<AC≦1
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居住快適性（AM：Amenity）
AM1 居住空間使用性
（1人当たり延床面積）

AM2 建物景観調和性
（建物階数の標準偏差）

AM3 周辺自然環境性
（1人当たり緑地面積）

AM4 局地環境負荷性
（騒音レベル）

http://www.city.mishima.shizuoka.jp/mishima_infoDB/images_zenpan/toshikeikan-taisyou.jpg

http://www.saitamacity.gr.jp/shoukai/no12/imgfile/takasakaimg05.jpghttp://www.ch-mmm.com/modelroom/
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災害安全性（SS：Safety&Securiy）
SS1 地震危険性
（地震による損失余命×発生確率）

SS2 洪水危険性
（洪水による浸水深×発生確率）

SS3犯罪危険性
（犯罪発生件数）

SS4 交通事故危険性
（交通事故（人身）発生件数）

http://www.pref.kochi.jp/~shoubou/sonaetegood/save/ http://www.city.kariya.aichi.jp/hp/page000001200/hpg000001192.htm

http://www.city.tomakomai.hokkaido.jp/kotuanzen/index.htm
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市街地維持費用の推計

・土木費 → インフラ維持管理区域拡大
・消防費 → 消防活動区域拡大
・衛生費 → ごみ処理区域拡大

ijiii LCCLCCLCC +=

『一定規模の都市であれば最低限必要であるものとみなす』
↓

主要主要道路・主要主要下水道は考慮しない

◆使用を完全に中止することは不可能→事実上、撤退・再集結施策対象外

主要主要道路維持費
主要主要下水道維持費

LCCi：地区iに投入されるライフサイクルコスト
LCCii：地区iのみを維持するために

地区iに投入されるライフサイクルコスト
LCCij：地区iと地区jを維持するために

地区iに投入されるライフサイクルコスト

■都市域拡大の影響を受ける
■地区の維持に必要
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QOL最大化モデル（基本モデル）

インフラ

交通インフラ 生活インフラ 防災インフラ

土地

交通利便性 居住快適性 災害安全性

生活環境質（QOL）

市街地維持費用

目的関数

制約条件

→最大化
最適
人口分布

新設都市には
利用できるが，
現状の土地利
用からスタート
して解を導くの
は困難
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S値と逐次最適化モデル（１）
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∆⎜ ⎟
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∆

∑

小

大

投資に対してどれだけの生活環境質を生み出しているか

追加的投資に対してどれだけの生活環境質を生み出すか

『集約』：既存ストックを最大限に活用できる土地に人口を集中

『撤退』：将来にわたって都市的利用を中止し、インフラ供給を制限

Sl：地区lにおける費用効率 GLEpl：地区lにおける個人pのGLE
LCCl：地区lを維持するために必要なライフサイクルコスト
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S値と逐次最適化モデル（２）

撤退
集約集約地区選定 撤退

集約

撤退地区選定
撤退

対象都市全域を4次メッシュ
(500m×500m)に分割し，
メッシュ単位で評価

撤退・集約地区選定の枠組み

撤退撤退人口or
削減コスト

土地の社会的費用効率性
S値

人口，土地利用，
インフラなどを
GISレイヤー
として整備

Sが小さい

QOL LCC

ΔSが大きい
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豊田市を対象としたケーススタディ

豊田市を対象として次の試算結果を提示

• 生活環境質（QOL）
– 交通利便性、居住快適性、災害安全性

• 市街地維持費用

• QOLと市街地維持費用による集約候補地区の選定

• 環境負荷と都市域集約による削減効果
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まとめ

• 持続可能なまちづくりにおける「環境・経済・社
会（トリプルボトムライン）」の評価の必要性

• 生活環境質と市街地維持費用に基づく、集約地区
の選定方法

• 都市域の集約による環境負荷削減効果


